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●研究内容 

①医療ではさまざまなＸ線画像が使われていま

す．Ｘ線画像を撮影する際には患者さんの身体か

ら二次的な散乱Ｘ線が発生します．散乱Ｘ線は画

像のコントラストを低くしてしまいますので，で

きるだけ取り除くのが良いとされていますが，除

去し過ぎると被曝線量が多くなってしまいます．

そこで，散乱Ｘ線が医療画像の画質と被曝線量に

どのような影響を及ぼすのかを調べています． 

 その応用例として拡大撮影の際に現れるエッ

ジ効果を利用した撮影法（位相イメージング）に

ついても調べています．この位相イメージングは

乳房撮影で実用化されていますが，位相効果の評

価法はまだ確立されていません． 

 その他の画像検査の安全性についての検討も

行っています． 

②骨粗鬆症の診断方法にはいろいろなものがあ

ります．手のＸ線写真を解析する方法は古くから

使われている比較的簡単にできる方法でＭＤ法

と呼ばれています．この方法では大腿骨頸部や腰

椎などの骨折が重大な問題になる部位の評価は

できませんが，全身の骨の状態をある程度知るこ

とができると言われています．世の中の流れで従

来のＸ線写真からディジタル画像へと検査手段

が変わってきている中で，Ｘ線写真に代わる手段

を考えなければならなくなってきています．そこ

で，ディジタル画像を使ってＭＤ法と同じ結果を

得る方法の開発を考えています．ＭＤ法のデータ

は古くから蓄積されていますから，検査手段が変

わることで従来のデータが使えなくなってはも

ったいない話です．この研究は過去のデータを最

大限に利用するために必要不可欠といえます． 

 

●期待される成果と応用 

①先進国の中でわが国は医療被曝が多いとよく

言われます．手段としてＸ線を使う以上，散乱Ｘ

線の影響を考える必要があります．画質と被曝の

両面を併せて考えることで，最小限の被曝で最大

限の情報を得るための手がかりが得られると期

待できます． 

 位相イメージングが乳房以外の部位に適用で

きればこれまで以上にシャープな診断用画像を

作ることができます． 

②あまり遠くない将来，従来のＸ線写真がなくな

るかもしれません．そのときにＭＤ法で蓄積され

てきたデータが使えなくならないようにするこ

とができます． 

 
●想定される連携先 
①放射線技術学会 
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